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JoruriCMS開発の経緯

JoruriCMS2020が開発された経緯をご紹介します。

■JoruriCMSVer.1の開発
JoruriCMSVer.1は、徳島県ホームページをリニューアルするため、2008年に開発がスタートしまし
た。

当時、徳島県様はロータスノーツで、ホームページ、メール、グループウェアを運用しており、
ロータスノーツのバージョンアップの費用が高額であったため、Web系のシステムで再構築するこ
ととしました。

まずホームページ管理機能（CMS）を開発することとし、2008年にプロポーザルを提示し開発を委
託する会社を募集しました。

この案件をアイ・ディ・エス社（現サイトブリッジ株式会社）が受注し、開発をスタートしました。
当初は島根県CMSを流用して開発する想定であったため、島根県CMSが利用しているRuby/Railsを
使い開発を進めました。ところが島根県CMSを流用したのでは、徳島県様が要望する機能をすべて
実現することが困難となったため、まったく新しく開発することとしました。

このような経緯であることから、JoruriCMSはプログラミング言語としてRubyを利用し、アプリ
ケーションフレームワークはRuby on Railsとなっています。

サイトブリッジ社はそれまではPHPで開発を行っていましたが、JoruriCMSV1の開発以後は開発言
語をRubyに変更することしました。

■オープンソースとして公開
徳島県様のプロポーザルには、CMSが完成したあとで、オープンソース・ソフトウェアとして公開
することと、記載されていました。

このため開発したCMSのソースコードを整理し、2010年にオープンソース（GPL）として公開しま
した。
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JoruriCMSのバージョンとZOMEKIの開発

JoruriCMSのバージョンアップの沿革とZOMEKIの分岐についてご説明します。

■JoruriCMSVer.1のバージョンアップ
・JoruriCMSV1のオープンソースは好評で、多くの自治体サイトに導入されました。
ほぼそのまま使える自治体サイトのサンプルを添付していたため、簡単な修正で自治体サイトを

構築できました。

・多くのユーザーで利用されていることから、大きな機能変更を行いにくく、JoruriCMSV1はVer.3
になるまでほとんど機能を変更していません。

2010年
JoruriCMS Ver.1

2012年
ZOMEKI Ver.1

2017年
JoruriCMS 2017

2020年
JoruriCMS 2020

2013年
JoruriCMS Ver.2

2014年
ZOMEKI Ver.2

2016年
ZOMEKI Ver.3

2027年
JoruriCMS 2026

2016年
JoruriCMS Ver.3

2020年
ZOMEKI Ver.4

2027年
ZOMEKI Ver.5

ZOMEKIとして派生

ZOMEKIベースにJoruriCMSを開発

プログラムを共通化

■ZOMEKIの派生
・東京で営業活動を行っていた旧サイトブリッジ社では、お客様からのいろいろな要望に対応する
ため、独自にJoruriCMSV1を拡張し、2012年にZOMEKIとしてリリースしました。

・マルチテナント機能、制限がないカテゴリ機能、カテゴリのネスト表示などの機能はZOMEKIと
して分岐した際に開発されました。

■ZOMEKIベースでJoruriCMS2017を開発
・2017年ごろ、JoruriCMSV3では対応できないサイト構築があり、ZOMEKI Ver.3をベースに
JoruriCMS2017を開発することとしました。
このタイミングで、JoruriCMSとZOMEKIのソースコードを共通化し、現在に至っています。
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JoruriCMS2020の特徴

最新版のJoruriCMS2020の特徴をご説明します。

■国産CMSである
徳島市にあるサイトブリッジ株式会社が社内メンバーで開発を行っています。
専任の開発担当者が持続的に開発作業を進めています。
メールなど日本語で開発会社に問合せができます。

■管理画面がわかりやすい
グローバルナビと左サイドツリーでのナビゲーションで、該当する管理画面を表示します。
ナビゲーションがシンプルなので、直感的に操作できます。

■自治体サイトでの多数の稼働実績がある
JoruriCMS全体で82団体、JoruriCMS2020に限っても48団体の自治体公式サイトで稼働していま

す。
自治体サイトはページ数が数百から数千と多く、数百人の職員の方がページの更新を行います。

■静的HTMLなので高負荷に強い
JoruriCMS2020は静的HTMLを書き出し、Webページを表示します。
静的HTMLであるため、Webサーバーのみで公開画面を表示できます。
利用者からのアクセスで負荷が大きくなっても、CMSの負荷とはならないため、管理画面は問題

なく操作できます。

■管理画面でほとんどの操作が可能
公開画面での各種の表示形式は、管理画面のドロップダウンやチェックボックスなどの設定で選

択します。プログラムを修正して表示を変更することはありません。

■マルチテナント対応
一式のCMSで複数のサイトを稼働させる、マルチテナント運用が行えます。

■十分なセキュリティ対策
利用しているミドルウェアに問題が発生していないかの情報を常に収集し、システム全体にセ

キュリティホールがないかを管理しています。

■CMSユーザーのコミュニティ
「ZOMEKIクリエイータズ倶楽部」というコミュニティが、東京を中心に活動してます。
毎月セミナーを開催し、ZOMEKI（JoruriCMS2020の派生バージョン）の利用方法などを解説し

ています。
JoruriCMS2020とZOMEKIは、管理画面の色が異なるだけで、機能は同じであるため、

JoruriCMS2020の利用する際も有用です。
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国産CMSである

JoruriCMS2020は徳島市のサイトブリッジ株式会社が開発しています。
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管理画面がわかりやすい

管理画面はグローバルメニューと左サイドバーでナビゲーションします。

ドロップダウン： アプリケーション選択、選択項目
グローバルナビ： 機能の選択
ツリー： ステータスごとに、データを絞り込む機能

すべての画面で操作性が統一されているため、直感的に操作できます。
控えめな配色であるため、長時間操作しても目が疲れません。
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自治体サイトでの多数の稼働実績がある

JoruriCMS2020は、48団体の自治体公式サイトにて稼働中です。
18サイトはJoruriCMS2020のクラウドで稼働しています。

自治体公式サイトへの導入事例
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静的HTMLなので高負荷に強い

JoruriCMS2020は静的HTMLを書き出して、公開画面を表示します。
静的HTMLでの画面表示には、次のようなメリットがあります。

■高負荷に強い
すでに作成済みのHTMLをWebサーバーから、閲覧者のブラウザーに返すだけなので、処理が軽

く、負荷が高くなっても表示が遅くなりにくいです。

■管理画面が公開画面の負荷の影響を受けない
CMSとWebサーバーを分離できるので、Webサーバーの負荷がCMSに影響しません。
高負荷時に管理画面が開かないという問題が発生しません。

■Webサーバーを冗長化できる
複数台のWebサーバーを配置して、負荷分散と冗長化が行えます。

CMS NFS Web

Web

CMS： Content Management Server
NFS： Network File Server
Web： Web Server

複数台のWebサーバーを利用する場合は、NFSを配置し、JoruriCMS2020からNFSにファイルを書
き出します。

サイト更新者 サイト利用者
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管理画面でほとんどの操作が可能

記事一覧の形式などは、管理画面の設定機能で指定します。

現在の設定状況は管理画面で簡単に確認できます。
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マルチテナント対応

JoruriCMS2020は一式のCMSで複数のサイトを構築・運用することができます。
これをマルチテナント対応を呼びます。

■マルチテナント運用のメリット
・CMSのセキュリティパッチなどの保守業務が1式のJoruriCMS2020のみで完了する。
サイト個別にCMSを保守を行わなくてもよい。

・1回の操作で、すべてのサイトのデータをバックアップできる。

・複数のサイトでJoruriCMS2020のリソースを共有するため、メモリやハードディスクなどのリ
ソースの利用効率が高い。

OS：Linux（AlmaLinuxなど）

Webアプリケーションフレームワーク：Ruby on Rails

CMS：JoruriCMS2020

Web
サイト

Web
サイト

Web
サイト

Web
サイト

Web
サイト

CMSサーバーの構成
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十分なセキュリティ対策

JoruriCMS2020は自治体公式サイトに導入できるレベルのセキュリティ基準で開発しています。

■自治体サイトのセキュリティ基準
・自治体サイトに導入するCMSは、発注時のプロポーザル仕様書などに、満たすべきセキュリティ
基準が記載されています。

JoruriCMS2020は自治体公式サイト向けのCMSであるため、それらのセキュリティ基準を対応す
るように開発を行っています。

■ミドルウェアのセキュリティホールへの対応
利用しているミドルウェアのセキュリティホールの情報を常に収集しており、JoruriCMS2020の構
成に影響があるかどうかを判断しています。
JoruriCMS2020の構成に影響がある場合、セキュリティホールの修正版を入手し、動作確認を行い
ます。
動作に問題がなければ、その情報を告知し、クラウドサーバーなどに順次リリースしていきます。
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CMS利用者のユーザーコミュニティ

JoruriCMS2020の派生バージョンのZOMEKIには、ZOMEKIクリエイターズ倶楽部というユーザーコ
ミュニティがあります。
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